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（
詳
細
は
三
面
に
掲
載
）

今
も
俳
優
を
や
っ
て
い
ま
す
。
大
学
を
卒
業

し
私
な
り
の
「
就
職
」
と
い
う
感
覚
で
こ
の

業
界
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
五
十
四

歳
。
今
振
り
返
っ
て
み
て
、
そ
の
無
鉄
砲
さ
に

ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
も
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
に
は
「
師
匠
」
と
思
う

方
は
い
ま
す
か
？
私
に
は
い
ま
す
。
そ
の
方
は

宮
沢
章
夫
と
い
う
方
で
す
。
劇
作
家
、
演
出

家
、
作
家
で
あ
り
、
近
年
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ

レ
『
ニ
ッ
ポ
ン
戦
後
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
史
』
に

て
講
師
と
し
て
も
出
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

と
の
関
係
で
言
え
ば
、
俳
優
と
演
出
家
。
私
が

初
め
て
俳
優
と
し
て
舞
台
に
出
演
し
た
の
も
宮

沢
さ
ん
の
作
品
で
し
た
。
つ
ま
り
私
を
「
こ
の

世
界
」
に
導
い
て
く
れ
た
の
が
宮
沢
さ
ん
な
の

で
す
。

宮
沢
さ
ん
は
事
あ
る
毎
に
私
に
言
い
ま
し

た
。

「
佐
伯
、
芝
居
を
す
る
な
」

何
故
？
芝
居
を
す
る
の
が
俳
優
の
仕
事
の
は
ず

な
の
に
な
ぜ
？
で
も
少
し
で
も
芝
居
を
す
る
と

言
わ
れ
る
の
で
す
。「
芝
居
を
す
る
な
」
と
。

ま
る
で
三
蔵
法
師
と
孫
悟
空
の
如
く
、
少
し
で

も
芝
居
を
す
る
と
緊
箍
児
の
締
め
付
け
の
よ
う

に
「
芝
居
を
す
る
な
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が

く
る
。
そ
う
、当
時
の
私
は
「
芝
居
を
す
る
猿
」

で
し
た
。

そ
し
て
２
年
前
、
師
匠
で
あ
る
宮
沢
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
。
別
れ
を
偲
ぶ
と
共
に
宮
沢
さ
ん

の
追
悼
公
演
を
行
う
と
言
う
の
で
私
も
お
誘
い

を
頂
い
た
。
昨
年
の
話
だ
。
今
回
は
宮
沢
さ
ん

の
元
で
長
く
経
験
を
積
ん
で
き
た
後
輩
の
女
性

が
演
出
家
に
抜
擢
さ
れ
た
。
そ
こ
で
彼
女
は
私

に
こ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
き
ま
し
た
。

「
佐
伯
さ
ん
、
芝
居
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

何
故
だ
？
あ
れ
か
ら
何
十
年
と
色
々
な
経
験
を

積
ん
で
き
た
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
今
更
同
じ
こ

と
を
言
わ
れ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
だ
？
だ
が
私

は
大
き
な
ミ
ス
を
し
て
い
た
事
に
気
づ
き
ハ
ッ

と
し
た
。

「
芝
居
」
即
ち
「
反
応
」

そ
う
だ
っ
た
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。
た
だ

「
反
応
」
す
る
だ
け
で
い
い
。
反
応
こ
そ
が
芝

居
だ
と
言
う
こ
と
を
。
な
の
に
稽
古
場
で
の
私

は
、
宮
沢
さ
ん
へ
の
恩
返
し
の
意
識
が
強
い
あ

ま
り
に
無
意
識
の
う
ち
に
気
負
っ
た
芝
居
ば
か

り
し
て
い
た
の
で
す
。

公
演
は
無
事
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

私
個
人
の
総
括
と
し
て
は
、
実
は
か
な
り
苦
戦

し
ま
し
た
。「
芝
居
を
し
な
い
演
技
」
に
。
た

だ
評
価
と
し
て
は
概
ね
好
評
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
こ
で
思
う
の
は
や
は
り
、「
佐
伯
、
芝
居
を

す
る
な
」
こ
れ
に
尽
き
る
と
思
う
。
今
回
の
公

演
で
改
め
て
こ
の
言
葉
に
内
包
さ
れ
る
深
い
意

味
を
痛
感
し
、
と
同
時
に
、
私
に
と
っ
て
は
永

遠
に
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。

「
佐
伯
、
芝
居
を
す
る
な
」

宮
沢
さ
ん
が
残
し
て
く
れ
た
こ
の
言
葉
、
一
生

大
事
に
し
ま
す
。

芝
居
を
す
る
猿
／
芝
居
を
す
る
な

佐

伯
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願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
。
色
彩
豊
か
な
風
鈴
が
奏
で
る
涼
し
げ
な

音
色
に
聞
き
入
る
参
拝
者
＝
六
月
一
日
、
鐘
楼
堂
西
側
広
場
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六
月
九
日
午
前
十
時
よ
り
、
信

徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル
に
て
「
第
69

回
成
田
山
学
童
写
生
大
会
」
の
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
豆
畑
主
監
の
挨
拶
、
審
査
員

伊
藤
恵
以
知
先
生
の
講
評
の
後
、

成
田
山
明
王
賞
を
受
賞
さ
れ
た
小

塚
百
々
香
さ
ん
【
写
真
】
は
じ
め

入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
、
入
選
の
作

品
は
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
信
徒

会
館
一
階
ホ
ー
ル
及
び
本
堂
渡
り

廊
下
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
お

子
様
の
疳か

ん

の
虫
を
封
じ
、
健
や
か

な
成
長
を
祈
願
す
る
子
育
祈
願

『
虫
封
じ
祈
願
会
』
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

大
勢
の
お
子
様
と
そ
の
ご
家
族

が
訪
れ
、
本
堂
に
て
大
護
摩
供
を

参
拝
し
、
お
子
様
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

青
葉
ま
つ
り

青
葉
ま
つ
り

青
葉
ま
つ
り

宗
祖
弘
法
大
師
・
中
興
興こ

う
ぎ
ょ
う教

大
師

盂
蘭
盆
会
法
要

献
灯
会

◆
日　
　

時

八
月
十
五
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
よ
り

◆
供
養
塔
婆

　
　
　

笹
塔
婆
（
48
㎝
）
二
千
円
以
上

　
　
　

五
尺
塔
婆
（
150
㎝
）
三
千
円
以
上

　
　
　

六
尺
塔
婆
（
180
㎝
）
五
千
円
以
上

供
養
塔
婆
、
献
灯
、
お
供
物
等
の
お
申
し

込
み
は
総
受
付
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご先祖さま　年に一度の里帰り

五
尺
塔
婆

◆
日

時

八
月
十
三
日
〜
十
六
日

午
後
五
時
〜
九
時
ま
で
点
灯

◆
献
灯
料

三
千
円
以
上

◆
笹
塔
婆

二
千
円
以
上

ご
生
誕
慶
祝
法
要
厳
修

学
童
写
生
大
会
表
彰
式

第69回

子こ
そ
だ
て育

祈
願

六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま

で
、
宗
祖
弘
法
大
師
、
並
び
に
中

興
の
祖
、
興
教
大
師
の
ご
生
誕
を

お
祝
い
す
る
青
葉
ま
つ
り
が
弘
法

堂
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

弘
法
大
師
は
宝
亀
五
年

（
七
七
四
）
六
月
十
五
日
に
お
生

ま
れ
に
な
り
、
興
教
大
師
は
嘉
保

二
年
（
一
〇
九
五
）
六
月
十
七
日

に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
青

葉
が
美
し
い
こ
の
時
期
に
ご
生
誕

慶
祝
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
か

ら
、「
青
葉
ま
つ
り
」
と
称
さ
れ

ま
す
。

十
五
日
は
午
前
十
時
よ
り
小
豆

畑
主
監
お
導
師
の
も
と
弘
法
大
師

ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
。
法
要
の
前
後
に
は
遍
照
講
犬

山
成
田
山
支
部
の
方
々
に
よ
り

「
弘
法
大
師
誕
生
和
讃
」
が
唱
え

ら
れ
ま
し
た
。

十
七
日
は
午
前
十
時
よ
り
興
教

大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
・
マ
ル
シ
ェ  

当
山
に
て
開
催

犬
山
市
政
70
周
年
記
念
事
業

五
月
十
八
日
、
十
九
日
自
動
車

祈
祷
殿
前
特
設
会
場
に
お
い
て
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
「
３
×

３
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
公
式
戦
」、
及

び
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
よ
り
よ
い
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
観
客
が
熱
戦
に
大
き
な

声
援
を
送
り
、
ま
た
隣
接
会
場
の

マ
ル
シ
ェ
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
提

供
す
る
食
事
、
飲
物
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日

ま
で
、「
願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
」

が
鐘
楼
堂
西
側
広
場
で
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。【
写
真
一
面
】

各
々
の
願
い
を
浄
書
い
た
だ
い

た
短
冊
を
風
鈴
に
取
り
付
け
、
夏

風
に
の
せ
て
そ
の
願
い
を
お
不
動

さ
ま
へ
届
け
ま
す
。
ご
来
山
の
折

に
は
、
風
情
あ
る
風
鈴
の
音
色
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

「
願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
」
開
催
中

新
イ
ベ
ン
ト

虫
封
じ
祈
願
会
厳
修



令 和6年 6月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 3 ）

皆様の願いが浄書された短冊を取り付けた「願かけ風
鈴」を奉安し、夏風にのせてお不動さまに願いを届け
ます。

◆短冊奉納料千円以上　◆限定風鈴御朱印五百円以上

６月 30 日は今年の後半期に入る晦日であり「夏越」
と称されます。後半期の始まりにあたり、お不動さま
に所願成就をお祈り下さい。

◆期間中ご祈祷を受けられた方には、来年１月に
　使用できるご優待券を謹呈いたします。

心
、
涼
し
く

梅
雨
が
終
る
と
、

夏
が
や
っ
て
く
る
。

暑
さ
に
負
け
な
い
体
と
心
、

心
、
涼
し
く
過
ご
し
た
い
。

画・文 牧
まき

宥
ゆうけい

恵
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五
月
十
八
日
、
明
智
大
教
会
支

部
（
支
部
長
＝
成
瀬
彰
氏
）
の
支

部
総
会
が
明
智
大
教
会
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

片
桐
副
支
部
長
よ
り
令
和
五
年

度
の
会
計
報
告
、
事
業
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
増
強
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
索
の
会
企
画

の
お
知
ら
せ
、
夏
越
の
大
祈
願
・

願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
の
ご
案
内
を

し
ま
し
た
。
最
後
に
犬
山
成
田
山

へ
の
ご
支
援
ご
協
力
の
御
礼
を
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

遠
山
記

五
月
二
十
六
日
、
犬
山
一
心
支

部
（
支
部
長
＝
川
村
武
志
氏
）
の

通
常
総
会
が
犬
山
成
田
山
信
徒
会

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

川
村
支
部
長
の
挨
拶
後
、
令
和

五
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
堂

に
て
大
護
摩
供
を
参
拝
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

成
田
山
の
ご
信
徒
に
よ
り｢

成

田
山
索
の
会｣

と
い
う
外
護
団
体

が
結
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

索
の
会
は
成
田
山
ご
本
尊
お

不
動
さ
ま
が
左
手
に
持
つ
「
索
」

の
功
徳
で
あ
る
四し

し
ょ
う摂(

布ふ

せ施
・

愛あ
い
ご語
・
利り

ぎ
ょ
う行
・
同ど

う
じ事)
を
会
の
精

神
と
し
、会
員
同
士
が
語
り
合
い
、

親
し
む
機
会
を
得
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

是
非
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

〇
五
六
八(

六
一)

二
五
八
三

　
　｢

成
田
山
索
の
会｣

事
務
局

ー
明
智
大
教
会
支
部
ー

支
部
総
会
開
催

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

成
田
山
索な

わ

の
会

入
会
の
ご
案
内

五
月
十
七
日
、
土
田
支
部
（
支

部
長
＝
曽
我
孝
子
氏
）
の
代
表
者

が
大
聖
寺
を
訪
れ
、
本
年
二
月

に
成
田
山
貞
照
寺
で
発
生
し
た

鐘
楼
堂
の
火
災
見
舞
金
と
し
て
、

一
六
、一
七
〇
円
を
貞
照
寺
住
職

を
務
め
ら
れ
る
小
豆
畑
主
監
に
手

渡
し
ま
し
た
。

曽
我
支
部
長
「
此
度
の
鐘
楼
堂

の
火
災
は
と
て
も
残
念
に
思
い
、

何
と
か
お
力
に
な
れ
な
い
か
と
支

部
員
に
お
声
掛
け
し
、
寄
付
を
募

り
ま
し
た
。
鐘
楼
堂
の
再
建
の
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。」
同

支
部
は
こ
れ
ま
で
催
事
と
し
て
何

度
も
貞
照
寺
へ
団
体
参
拝
さ
れ
た

ご
縁
も
あ
り
、
皆
様
か
ら
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　

槫
谷
記

貞
照
寺
に
火
災
見
舞
金
を
贈
呈

土
田
支
部
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六
月
七
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｅ
テ
レ

で
放
送
さ
れ
て
い
る
『
先
人
た
ち

の
底
力

知
恵
泉
』
の
取
材
班
が

当
山
を
訪
れ
、
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
川
上
貞
奴
女
史
、
福
澤
桃
介

氏
を
特
集
し
た
番
組
を
現
在
制
作

中
と
の
こ
と
で
す
。

六
月
一
日
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
、
振
付
師
の
倉
知
可

英
様
、
磯
村
崇
史
様
が
来
山
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
フ
ラ
ン
ス
パ
リ

に
お
い
て
川
上
貞
奴
女
史
の
生
涯

を
テ
ー
マ
に
し
た
公
演
が
成
功
さ

れ
た
こ
と
へ
の
御
礼
、
ま
た
今
秋

予
定
さ
れ
る
舞
台
成
功
の
祈
願
の

た
め
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

◆
灯
明
料

岐
阜
市　
　

安

田　
　

薫

子

各
務
原
市

横

山　
　
　
　

勝

〃　
　
　

横

山　
　

元

洋

　
　
　
　
　

加

納　
　
　
　

愛

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤

本　
　

絵
里
香

◆
銅
板

羽
島
市　
　

藤

田　
　

敦

子

　
　
　
　
　

市

原　
　

廣

幸

　
　
　
　
　

渡

邉　
　

隆

晴

貞
照
寺
だ
よ
り

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

４
月
～
５
月

◆日　時　7月 18 日（木）
　　　　　10 時半　諸芸上達大護摩供
　　　　　11 時　　講談会
◆出　演　講談師  旭堂鱗林
　　　　　（入場無料）

貞奴女史ご生誕記念

諸芸上達大護摩供
旭
きょくどう

堂鱗
り ん

林
り ん

講談会

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

貞
奴
マ
ル
シ
ェ

10
月
26
日
（
土
）
開
催

【旭堂鱗林】
上方講談協会に所
属。天満天神繁昌
亭、大須演芸場な
どに出演中。東海
ラジオ出演中。愛
西市観光大使。

パ
リ
公
演
御
礼
参
拝

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

倉
知
知
可
氏

Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｅ
テ
レ

『
知
恵
泉
』
撮
影

成田山索の会特別企画

大本山成田山新勝寺
参拝旅行

◆日　程　９月２日～４日（２泊３日）

成田山索の会では今秋、大本山成田山新勝寺、
深川不動堂（成田山東京別院）、世界遺産日
光東照宮を巡る参拝旅行を実施します。新勝
寺では「坊入り」と呼ばれる精進料理のご接
待やガイドによる諸堂のご案内があります。
大勢のご参加お待ち申し上げます。

深川不動堂・日光東照宮

大本山成田山新勝寺

深川不動堂 日光東照宮お問合せ　成田山索の会事務局　0568-61-2583

※旅行代金などの詳細は電話にてお問合せ
　下さい。
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各
務
原
市

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市

梅

山　
　

祐

子

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

岡
崎
市　
　

杉

田　
　

峯

男

東
京
都　
　

長

尾　
　

舞

夢

江
南
市　
　

岸

田　
　

静

子

各
務
原
市

松

田　
　
　
　

聰

〃　
　
　

松

田　
　

篤

尚

〃　
　
　

松

田　
　

良

子

名
古
屋
市

宮

澤　
　

保

雄

海
部
郡　
　

江

村　
　
　
　

啓

多
治
見
市

早

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市

山
崎
製
パ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
工
場

犬
山
市　
　

㈱
コ
ク
ヨ
ー
技
研

　
　
　
　
　
　
　

小
久
保

貴
充

羽
島
市　
　

長

谷　
　

和

治

各
務
原
市

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田

貴
大

弥
富
市

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
レ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

村
山

寿
徳

一
宮
市　
　

藤

原　
　

友

哉

刈
谷
市　
　

山

田　
　

楓

美

成
田
市　
　

米
屋
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡

靖
彦

名
古
屋
市

㈱
東
海
工
作
所

尾
張
旭
市

名

和　
　

秀

高

江
南
市　
　

塩

澤　
　

義

明
　
　
　
　
　

藤

井　
　

隆

夫

知
立
市　
　

山

下　
　
　
　

愛

名
古
屋
市

名
古
屋
成
田
講

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

羽
島
市　
　

成
田
山
霊
観
不
動
教
会

長
野
県　
　

須
坂
新
町
成
田
不
動
講

◆
索
の
会

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　
　
　
　
　

犬
山
一
心
支
部

当
山
篤
信
早
川
栄
氏
が
五
月
八

日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式

は
五
月
九
日
、
豊
格
院
の
家
ぞ
く

想
フ
ァ
ミ
ー
ル
妻
木
下
石
に
て
営

ま
れ
ま
し
た
。喪
主
は
早
川
誠
氏
。

中
一
　
　
杉
本

環
奈

小
六
　
　
友
松

彩
芽

小
五
　
　
徳
増

星
奈

【
評
】
一
点
一
画
て
い
ね
い
に
大
変
上

手
に
か
け
ま
し
た
。

【
評
】
紙
い
っ
ぱ
い
、
力
強
く
、
大
変

上
手
に
か
け
ま
し
た
。

【
評
】
り
っ
ぱ
な
「
道
」
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
上
手
で
す
。

五
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

五
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

７月の成田山行事

五

月

　７月１日から７日までの
「全国安全週間」に併せ、職
域安全・工場安全・災害防止・
業績向上を祈願する特別祈願
会を厳修いたします。

◆期　　間　７月１日～７日
◆祈祷時刻　７時　９時　11時
　　　　　　13 時　15 時
◆ 祈 祷 料　５千円　１万円
　　　　　　２万円　３万円以上

全国安全週間
特 別 祈 願 会

五
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

行事予定などの最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

「
編
集
室
よ
り
」
は
紙
面
の

都
合
上
、休
載
い
た
し
ま
す
。

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

◆御縁日　１日、15 日、28 日
◆全国安全週間特別祈願会　　
　　　　　　1日～ 7日　本堂
◆ご詠歌講習会　15 日
◆月並御影供　21 日　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館 3階

◆願かけ風鈴まつり 8/31 まで開催
◆夏越の大祈願　6/30 ～ 8/31

お
く
や
み

さ
ん

早
川

栄

交通安全自動車祈祷
時間変更のお知らせ

午前７時から午後５時 30 分まで

◆ 30 分間隔でご祈祷いたします。
◆ご祈祷受付は祈祷開始時刻の５分前
　までとさせていただきます。

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
さ

れ
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩
祈

祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
て
、
お
願

い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。
初
穂
料
三
百
円

以
上
、
五
百
円
以
上
（大）
。

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

行事等の最新情
報はこちらでご
確認下さい。↓

犬山成田山ＨＰリニューアル




